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研究成果の概要（和文）： 
 ベルニーニを中心とした 17 世紀宮殿建築の立面分節が、どのように内部空間分節（特に階
構成）を表現しているかという問題を出発点として研究を進めた結果、当時の立面が大オーダ

ーによって統一されているのと同じように、内部空間の方はアンフィラードによって統一され

ていた、という内外の別種の共通性を見出すこととなった。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Having started my study with the question that how the façade articulation express the 
floor levels in the 17th century palaces, I found another parallel between façade and interior, 
that is, the plan was unified by enfilade as the façade was unified by giant order. 
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１．研究開始当初の背景 
 17 世紀のバロック建築に関しては、しばし

ば劇場性や幻想性という観点からの評価が

行われている（ごく最近の、ローマのバロック
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建築を取り上げた最近の展覧会でも、ベル

ニーニ及びローマ・バロックの建築を論じる

際には劇場性が重要なテーマとなっている。

Fagiolo, Marcello, Il gran teatro della Roma 
barocca in ed. by Fagilo, Marcello+ Paolo 
Portoghesi, Roma barocca: Bernini, 
Borromini, Pietro da Cortona, Electa, 
Milano, 2006, pp. 45, 60- 71）。 

 しかしベルニーニの大オーダーの使用に

関する研究により（遠藤太郎、「ベルニーニ

の宮殿立面における大オーダーのベースと

開口部の手摺」、『日本建築学会計画系論

文集』、No.606、2006 年 8 月、199～206 頁）、

大オーダーの基部を内部のフロアレベルや

開口部の手摺と調和させるための努力が慎

重に行われていることが分かった。これは、

建築の内部と外部を一致させ、筋道だった

ものにしようという努力であると言える。その

ため、ファサードと内部空間分節の関係を分

析することで、通常とは異なる 17 世紀バロッ

ク建築の新しい評価を行いたいと考えた。 

 
２．研究の目的 
 本研究の目的は以下の二点であった。つ

まり、ベルニーニを中心とした 17 世紀イタリ

アの宮殿建築において、 

・オーダーによる建物立面の分節が、建物

内部の空間分節と一致しているかどうかを

明らかにする。 

・その一致あるいは不一致の要因（建築家の

意図や建物の設計条件等）を明らかにす

る。 

 西洋建築におけるオーダーの使用に関す

る研究は多数存在し、また建築史記述の中

では建物立面の分節が内部空間のそれと一

致しないケースがしばしば指摘されている。

しかし主題として立面分節と内部の空間分

節の整合性を取り上げた研究は多くはない。

ルネサンス期のオーダーの使用をテーマと

した 90 年代の論文集の中で唯一立面と内

部空間の関連を取り上げた研究者も、これま

でオーダーは主に表面装飾として論じられ

てきたので、この論文集の他の論文も平面

図や断面図を扱っていない、と述べている

（Howard, Deborah, Exterior Orders and 
interior Planning in Sansovino and 
Sanmicheli, in ed. by Guillaume, Jean, 
L’Emploi des Ordres dans l’Architecture de 
la Renaissance: Actes du Colloque tenu à 
Tours du 9 au 14 juin 1986, Picard, Paris, 
1992, pp. 183- 192.）。 

 オーダーによる立面分節と建物の内部空

間の分節との関係がこれまで大きな関心を

集めてこなかった理由（つまりオーダーが表

面装飾としてのみ論じられてきた理由）はは

っきりとは分らないものの、いくつかの原因が

推測される。特に宮殿建築においては、 

・宮殿には教会堂に見られるような大きな内

部空間が存在しない、宮殿の内部空間は

改造される場合が多い、宮殿の内部空間

の調査は難しい、等の理由で関心が立面

の分節と中庭の空間に集中した。 

・宮殿の内部空間を主題とした研究では、生

活とプランニングの関係に関心が集中して

しまう。 

・立面の分節と内部空間の分節の一致・不

一致への注目は 20 世紀の価値観に基づ

いており、そのような観点から近世建築を

評価するのは不適切である、という慎重さ

があった。 

 しかし、ベルニーニの大オーダーの使用に

関する上記の研究（それによりベルニーニが

オーダー基部の部材下端と内部のフロアレ

ベルを一致させるために、オーダー基部の

ディテールを調整していた［ソックルのプロポ

ーションを変化させて手摺の高さと合わせる

等］、ということが明らかになった）をきっかけ

として筆者は、当時の建築家達もオーダー

による立面の分節と内部空間の分節の一致

には大きな関心を抱いていた（もしくは暗黙

の原則と考えていた）可能性があると考える

ようになり、それを明らかにしようと考え研究

に着手した。 

 そこで、初年度は職場の異動等により新し

い資料を集める時間的余裕がなかったため、

過去に集めた資料に基づきまずベルニーニ



による立面分節と内部空間分節を精査する

作業を開始したところ、その平面に関してそ

れまで考察してこなかった特徴が目に付い

た。それは、プランニングの基準として、壁の

真の通り具合よりも開口部の配列の方が大き

な意味を持っている、ということである。これ

は、特にルーヴル宮第 4 案の平面をベルニ

ーニ以外の建築家のそれと比較すると明瞭

であった。そのため、当初の予定とは幾分こ

となるものの、宮殿建築の内部空間の問題

を優先的に、特にその統一がどのように行わ

れているかを分析することとした。 

 

３．研究の方法 
（2007 年度） 
 もともとの計画では、 
・ベルニーニの発言の調査、 
・図面の収集、 
・海外での図面の閲覧、 
が予定されていたが、研究の力点の変化と仕

事上の都合により、ベルニーニによる平面に

関してこれまで集めた資料を精査し、それを

ベルニーニの発言（主としてパリ滞在中のも

の）と照らし合わせ、見出された造形の特徴が

ベルニーニの発言の裏付けを得られるものか

どうかを確認する作業、及びその結果を他の

建築家達の例と比較する作業に注力した。 
（2008 年度） 
 前年度の作業を継続しつつ、時間的余裕が

できたため、もともと計画されていた作業（近

世イタリアの建築家達による当該問題への言

及例の調査）及び 3 月にはローマでの建物

（ベルニーニ及び同時代の建築家達のもの）

の検分を行った。 
 
４．研究成果 
 成果の要点は、 
1）ベルニーニは内部空間の統一をアンフィラ

ードを通して実現しようとしており、 
2）それについての発言による裏付けも得られ

る、 

ということである。前者については平面図の詳

細な検分の結果（アンフィラードや内部立面

の対称性が、壁芯の通りや壁厚の一貫性より

はっきりと優先されている）から明らかとなり、

後者に関してパリ滞在時の建物のゆがみ（ル

ーヴル宮の四角形の角が正確な直角を成し

ておらず、まっすぐなアンフィラード軸を通す

のが難しい）に対する度重なる言及から明らか

となる。 
 ベルニーニによるルーヴル宮の平面におい

てすぐ目に付くのは単純に開口部の数が多

いということである。他の建築家達の設計にお

いて用いられた長い壁は存在せず、ほとんど

の壁が短い間隔で開口部やニッチによって分

節されている。そしてそれら開口部は多くのア

ンフィラード軸を成している。とくに、二部屋分

の厚みを持った棟の設計において、多くの建

築家達が中央に連続的な壁体を置いてその

厚みを二分しているのに対してベルニーニが

棟の厚み方向にも多くのアンフィラードを通し

ている点などは特徴的である。 
 ベルニーニはパリ滞在時にまず測量の方法

に関して一言し、初めに弟子のロッシが、次い

で弟のルイージが測り、それらが一致したのを

確認してから最後に自分が測り、間違いがな

いようにする、と述べて正確さの重要性を主張

し、次いでルーヴル宮の四角形の角が正確な

直角を成していない点を指摘し、それはいく

つかのやり方で修正することができる、遠近法

によっても；しかし間違いを修正するためには

とてもがんばらなければならない；たとえわず

かな量であっても、アンフィラードに重大な欠

陥をもたらし、それを隠すために大変な作業

を必要とする；その作業ためにどれだけの紙

が消費されなければならないか、と述べた。ベ

ルニーニがこの問題について言及したのは 7
回ほどにのぼる。このような執着は、ベルニー

ニが建築において重要と考えていた統一性は、

内部空間においてはアンフィラードによって実

現されるものであると考えられていた、というこ



とに起因すると考えられる。 
 以上のことから、ベルニーニは、立面の統一

のために大オーダーを用いたのと同じように

内部空間の統一のためにアンフィラードを用

いた、という結論が得られた。また、ここからさ

らに考察を進め、建築の平面に統一性をもた

らす方法の二種、つまり壁体の連続性による

物質的統一とアンフィラードによる空間的統一、

を比較すると、前者は職人的・技術的志向を

持った建築家に馴染みの深い方法であり、後

者は画家・彫刻家出身の建築家にふさわしい

方法であり、画家と彫刻家こそが建築の設計

を行うべきと主張していたベルニーニにまさに

ふさわしい方法であった。 
 上記の通り平面に関しては十分な知見を得

ることができたが、立面に関しては発表に足る

だけの結果を研究期間内に得ることができな

かったため、最後におこなった海外での調査

及び収集した資料の解読を急いで進め、ファ

サードと立面の関係についての結論を得るこ

ととしたい（現在のところ、例えばボロミーニの

設計はベルニーニのものとはだいぶ異なって

いたのではないか、との予想を得ている。ボロ

ミーニの場合、オーダーの基部と周辺要素と

の間にあまり強いつながりは見出されない）。 
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